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１．はじめに
 ・工事目的
  JR東海道本線及び静岡鉄道に架かる桜橋は、緊急輸送路に指定されており、
  大規模地震時の救急活動や物資輸送路としての機能を果たす重要な路線である。
  橋が作られてから約90年間供用されていることから経年劣化に伴う損傷や
  交通量の増加に伴う損傷が顕著になっているので、新橋に架け替えること
  となった。

 ・工事概要

  発注者 静岡鉄道株式会社 鉄道部 技術課

  工事内容
・土留工 反力鋼矢板圧入 28枚 、土留鋼矢板 115枚
・既設橋台撤去工 1式  ・新台橋台設置工 1基
 ・舗装工  1式  ・踏掛板工 1式
 ・ 鋼管杭φ900 打設29本
 ・ 電気支障移転工事 1式  ・電気復旧工事 1式
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(注)1.既設橋台は、「H19年度橋台調査業務成果」
　　　より、フーチング幅の大きい車道部形状を
　　　示す。
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橋梁付帯工設計業務委託

平成29年度 清県道委第3号

静岡市建設局道路部清水道路整備課

(一)入江富士見線（桜橋）
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 ２．鋼管杭打設工事における問題点
橋台の基礎となる鋼管杭工をジャイロプレス工法（先端ビット付き鋼管杭の
自走式回転圧入工法）で施工を行った。 (下記写真）

    ①有筋コンクリート箇所の鋼管杭削孔方法について
 鋼管杭施工箇所において事前にボーリング調査を行ったところ、

 プレス方法は、鉄筋コンクリート底版（50㎝程度）を回転切削圧入
 して削孔する事は可能であるが、コンクリート箇所が２ｍ程度と厚く、
 また、鉄筋コンクリートの鉄筋が削孔に影響することが懸念されたため、
 施工方法について検討を行う必要があった。

    ②鋼管杭削孔における汚泥処理について
 鋼管杭削孔の際に発生する汚泥について、浸透して溢れた水は下で
 ２インチの水中ポンプで揚げる予定をしていたが、削孔途中で粘土層があり
 削孔水が浸透していかないため、水中ポンプで処理できなくなり、
 鉄道軌道内に影響が出る可能性があった。

 鋼管杭打設
 施工状況
（ジャイロプレス
  工法）

 鋼管杭打設
 施工状況
（ジャイロプレス
  工法）



 ３．対策と結果

  ①-1  有筋コンクリートを削孔できる先端に特殊リングビットを付けた鋼管杭で、
        コンクリートが無くなる深さまで先行堀を行う事とした。
        削孔箇所にコンクリートが無い事を確認した後、通常の鋼管杭削孔を行った。

 （写真‐1、2）

   が確認された。また、先行杭は回転切削で行うため、途中で鉄筋が絡み鋼管杭
   の中に鉄筋コンクリートが詰まる事があったため、その場合は、一旦先行杭を
   抜いて斫り作業を行い、鉄筋及びコンクリートを撤去した。

 （写真‐3、4）

 先行杭 先端ビット
（写真‐2）

 先行杭  （写真‐1）

 鋼管杭内 状況
 （写真‐4）

コンクリート取壊し （写真‐3）



  ②削孔水が流れてくる箇所に土のうを積み、削孔水を溜められるようにした。
   削孔作業を行っている時に、作業員を配置させ削孔水を吸引させた。

（下記写真）

 汚泥処理
 吸引状況

 汚泥処理
 吸引状況

 汚泥処理
 バキュームカー



 4．おわりに

鋼管杭施工当初は、計画通りには進まなかったが、問題点を修正しながら
作業を進めていき、途中からは順調に施工する事ができた。
今回の鋼管杭打設は1期施工として行った。今後、2期施工で同様の作業
があるため、今回の施工を踏まえて作業前に予め対応をしておきたい。

 鋼管杭
 打設完了

 鋼管杭
 打設完了


